
高岡市万葉歴史館
学習講座

令和8年度

折口信夫の新出資料を中心に折口信夫の新出資料を中心に

万葉秀歌を読む万葉秀歌を読む

はじめての万葉集はじめての万葉集

藤原　茂樹（万葉歴史館館長）講師

　折口信夫の新出資料。
慶應義塾大学における昭
和二十七年度の折口万葉
集講義(末四巻の選釈 ５－
６回分)を池田彌三郎筆記
ノートにより再現する。
　また折口講義に並行し
て、「万葉の地をあるく」
を命題にした話を試みる。内容は、現在調査中の、日本海
沿岸主に富山湾沿岸地域の万葉歌について、その土地の
もつ歴史文化地理などから深みに至る方向を探ってゆく。

※学習講座１日フリーパスは、購入した日のみ有効です。
※万葉歴史館出前講座「はじめての万葉集」のみ、事前申し込みが
必要です。

　令和８年度から、学習講座の事前申し込みは不要です。聴きたい講座を聞きたいだけ。当日、受付で
「学習講座１日フリーパス」（１枚500円）を購入してご参加ください。なお、学習講座１日フリーパス
で、館内展示の観覧もできます。　　　　　　　　　〔お得な学習講座１日フリーパス回数券もあります〕

館長講座

名誉館長講座

　万葉集の秀歌とされる作品を味読し、その魅力を明らか
にします。万葉初心者にも楽しんでもらえる講座です。

坂本　信幸（万葉歴史館名誉館長・奈良女子大学名誉教授）講師

万葉歴史館出前講座

テーマ「万葉集にみる素材」

　１時間30分の万葉集に関する入門講座です。
「万葉集にみる素材」をテーマにやさしくお話します。
※出前講座｢はじめての万葉集｣のみ、問い合わせ先・申し込み先が
 （公財）高岡市民文化振興事業団  事務局総務課
　TEL 0766‒20‒1450 となります。【電話申し込み不可】
　申し込みは FAX・メール・ハガキで
　FAX 0766‒20‒1658 E-mail kouza@takaoka-bunka.com

藤原　茂樹（万葉歴史館館長）
万葉歴史館研究員

講師

会場：高岡市生涯学習センター

12月５日から
募集期間

定員：50名(先着順)

受講料：1,200円(全４回で) 金曜日／午後２時～３時30分

※高岡市生涯学習センター
　(高岡市末広町１－７  ウイング・ウイング高岡内）

４・５月は全講座無料（要観覧料）

各回 受講料金：500円
全回 午後１時30分～午後３時

全３回

全４回

越中万葉をよむ越中万葉をよむ

　平成９年から始まった ｢万葉集をよむ｣は、ようやく巻10
を読み終えました。
　万葉集全20巻の前半が無事に終わったところで、心機
一転「越中万葉」を読み始めることにします。今年から数年
「越中万葉」を味わっていきます。

藤原　茂樹（万葉歴史館館長）
万葉歴史館研究員

講師

全11回

古代の誘惑古代の誘惑

　明治に改元されたのは、慶応４年９月８日(太
陽暦では1868年10月23日)です。つまり、私たち
が｢近代｣と呼ぶ時代が始まってから、まだ158年
ほどしか経っていません。それに対して、それ
以前の｢古代｣は、はるか昔から長く続いてきま
した。その遥かな｢古代の世界｣から、みなさん
をお誘いします。

友尾　豊（元 洗足学園魚津短期大学教授）
川﨑　晃（元 万葉歴史館学芸課長）
万葉歴史館研究員

講師

全６回

全10回

学習講座の様子学習講座の様子



令和８年度 高岡市万葉歴史館学習講座内容

館長講座

名誉館長講座

講師

越中万葉をよむ
講師

■万葉歴史館出前講座［会場：高岡市生涯学習センター］

友尾　豊（元 洗足学園魚津短期大学教授）
川﨑　晃（元 万葉歴史館学芸課長）
万葉歴史館研究員

① ４月29日(水・祝) 「特別企画展を10倍楽しむ万葉衣装ゆるり語り」
 田中夏陽子(万葉歴史館)
② ５月31日㈰ 「大伴家持の死と万葉集」 関　　隆司(万葉歴史館)
③ ９月27日㈰ 「雄略朝から継体・欽明朝へ」 川﨑　晃
④ 10月25日㈰ 「大伴家集のゆくえ―晩年の家持―」 友尾　豊
⑤ １月31日㈰ 「平城天皇撰万葉集ということ」 関　　隆司(万葉歴史館)
⑥ ２月28日㈰ 「『詞林采葉抄』をよむ―中世の万葉集研究の一側面―」
 横内　亮太(万葉歴史館)

古代の誘惑
講師

（公財）高岡市民文化振興事業団

藤原　茂樹（万葉歴史館館長）　
万葉歴史館研究員

① １月22日㈮　歌の素材
② １月29日㈮　万葉集の「玉」―千年を照らす言葉の輝き―
③ ２月12日㈮　万葉集の「垣」―隔ての諸相
④ ２月19日㈮　万葉集の「馬」―男女ともに乗馬した時代の表現―
※この講座の会場は、高岡市生涯学習センターです。

はじめての万葉集

講師

万葉歴史館出前講座「はじめての万葉集」(会場　高岡市生涯学習センター)は、
(公財)高岡市民文化振興事業団事務局総務課へお申し込みください。

金曜日／午後２時～３時30分

定員：50名（先着順）

● 最寄り駅・JR氷見線 伏木駅から
 【当館までの距離約1.5㎞】徒歩約25分
● JR・あいの風とやま鉄道 高岡駅から
 【バ　ス】
加越能バス西回り伏木循環か東回り伏木循環の
いずれかに乗車(約30分)し
｢伏木一の宮バス停｣で下車、徒歩約７分

 【タクシー】約20分
 ※｢北陸新幹線新高岡駅｣と、｢JR・あいの風とや
ま鉄道高岡駅｣の間は、1時間に数本程度バス
便があります。(所要時間約10分）

● お車で
 【能越自動車道】
 高岡北インターから約20分、
 高岡インターから約25分
 【北陸自動車道】
 小杉インターから約35分、
 高岡砺波スマートインターから約35分

予定通りの日時での講座開催から、講
師の都合などにより、講座の開催日時
が変更などになった場合は、高岡市万
葉歴史館のホームぺージやSNSなど
でお知らせします。

〒933‒0116　富山県高岡市伏木一宮 1‒11‒11
TEL  0766‒44‒5511　FAX  0766‒44‒7335
E-mail  manreki@takaoka-bunka.com
URL  　www.manreki.com

「万葉集にみる素材」
テーマ

坂本 信幸（万葉歴史館名誉館長・奈良女子大学名誉教授）
① ６月28日㈰   ② ８月23日㈰   ③ 11月29日㈰
＊各回の内容は、事前に高岡市万葉歴史館のＨＰやSNSなどでお知らせします。

万葉秀歌を読む
講師

全３回

全10回

全11回

全６回

全４回

万葉秀歌を読む

折口信夫の新出資料を中心に折口信夫の新出資料を中心に

越中万葉をよむ

はじめての万葉集

古代の誘惑

藤原　茂樹（万葉歴史館館長）
① ４月26日㈰　② ５月17日㈰　③ ６月21日㈰　④ ７月19日㈰
⑤ ９月20日㈰　⑥ 11月15日㈰　⑦ 12月20日㈰　⑧ １月10日㈰
⑨ ２月21日㈰　⑩ ３月14日㈰
＊各回の内容は、事前に高岡市万葉歴史館のＨＰやSNSなどでお知らせします。

藤原 茂樹（万葉歴史館館長）
万葉歴史館研究員

① ４月11日㈯  巻十七のこと
　　　　　　   巻十七・3927～3930  大伴氏坂上郎女が家持に贈る歌など
② ５月９日㈯  巻十七・3931～   平群氏女郎が大伴家持に贈る歌①
③ ６月６日㈯  巻十七・ ～3942  平群氏女郎が大伴家持に贈る歌②
④ ７月４日㈯  巻十七・3943～   守大伴宿祢家持の館に宴する歌①
⑤ ８月１日㈯  巻十七・ ～3956  守大伴宿祢家持の館に宴する歌②
⑥ ９月12日㈯  巻十七・3957～3959  長逝せる弟を哀傷する歌
⑦ 10月３日㈯  巻十七・3960～3964  相歓ぶる歌・泉路に臨む悲緒を申ぶる歌
⑧ 11月７日㈯  巻十七・3965～3968  家持が池主に贈る悲歌、大伴池主の歌
⑨ 12月５日㈯  巻十七・3969～3972  家持が更に贈る歌
⑩ ２月６日㈯  巻十七・3973～3975  七言晩春遊覧など
⑪ ３月６日㈯  巻十七・3976～3977  七言一首など

｛


